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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第１四半期連結
累計期間

第81期
第１四半期連結
累計期間

第80期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (千円) 4,884,315 5,673,542 21,924,741

経常利益 (千円) 18,384 345,815 528,813

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △20,106 185,295 328,649

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △80,827 189,982 339,884

純資産額 (千円) 10,096,012 10,587,219 10,487,089

総資産額 (千円) 19,171,505 20,282,843 19,160,810

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.68 6.30 11.14

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.3 51.8 54.3

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第80期及び第81期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第80期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　第80期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災

によるサプライチェーンの寸断で企業の生産が大幅に減少し、急激な景気の落込みとなったもの

の、当初の予想を上回る供給網の復旧により生産は増加し、輸出も回復基調で推移しております。

しかしながら、震災復興の遅れや電力不足及び原発事故に伴う放射性物質の影響は、日本国内の

みならず世界に波及する様相をみせており、日本経済を取り巻く環境は先行き不透明な状況が続

きました。

このような状況のなか、当社グループは原材料や部品の供給網の復旧、再構築を進め、早期に生

産を震災前の水準に戻すように取り組み、被災地向けの製品を最優先に出荷を行ってまいりまし

た。また、電力会社の電力使用抑制の要請による節電の影響により、エンジン発電機に限らず、エン

ジンコンプレッサの需要も拡大基調に推移いたしました。

その結果、売上高は国内が3,823百万円、海外が1,850百万円となり、全体では5,673百万円（前年

同期比16.2％増）となりました。

損益につきましては、売上高の増加により、営業利益は362百万円（前年同期は営業利益37百万

円）、経常利益は345百万円（前年同期は経常利益18百万円）、四半期純利益は185百万円（前年同

期は四半期純損失20百万円）となりました。

　

セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。

①　建設機械事業

建設機械事業では、輸出が震災の影響により前年同期を若干下回ったものの、国内は前期からの

レンタル業者の買換え需要と震災復興、電力使用抑制による発電機やエンジンコンプレッサの需

要増加により堅調に推移した結果、売上高は4,439百万円（前年同期比11.9％増）となりました。

　

②　産業機械事業

産業機械事業では、工場設備用コンプレッサの屋外設置や電力使用抑制による非常用発電機の

需要を取り込んで、売上高は1,234百万円（前年同期比34.8％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　流動資産

当第１四半期連結会計期間末における流動資産残高は、前連結会計年度末に比べ1,106百万円

増加し、13,959百万円となりました。これは主に、売上高の増加により受取手形及び売掛金が増

加したこと及び売上増に伴う生産増加により商品及び製品が増加したことによるものでありま

す。

　

②　固定資産

当第１四半期連結会計期間末における固定資産残高は、前連結会計年度末に比べ15百万円増

加し、6,323百万円となりました。これは主に、営業所移転に伴う土地取得等により有形固定資産

が増加したこと及び時価の下落により投資有価証券が減少したことによるものであります。

　

③　流動負債

当第１四半期連結会計期間末における流動負債残高は、前連結会計年度末に比べ1,091百万円

増加し、7,041百万円となりました。これは主に、生産の増加により支払手形及び買掛金が増加し

たこと及び運転資金調達に伴うコミットメントライン借入実行により短期借入金が増加したこ

とによるものであります。

　

④　固定負債

当第１四半期連結会計期間末における固定負債残高は、前連結会計年度末に比べ70百万円減

少し、2,653百万円となりました。これは主に、役員の退任により役員退職慰労引当金が減少した

ことによるものであります。

　

⑤　純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産残高は、前連結会計年度末に比べ100百万円増加

し、10,587百万円となりました。これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は31百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更は

ありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】
種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 30,165,41830,165,418
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数　1,000株

計 30,165,41830,165,418 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高
　

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 30,165,418 ― 3,416,544 ― 3,394,894

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認で

きないため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名

簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

　　　　771,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

　　　　29,025,000
29,025 ―

単元未満株式
普通株式

　　　　369,418
― ―

発行済株式総数 30,165,418 ― ―

総株主の議決権 ― 29,025 ―

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権1個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式907株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
北越工業株式会社

新潟県燕市下粟生津3074 771,000 ― 771,000 2.56

計 ― 771,000 ― 771,000 2.56

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４

月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを

受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,020,761 3,265,325

受取手形及び売掛金 7,177,493 7,608,511

商品及び製品 1,629,447 1,983,246

仕掛品 166,014 175,630

原材料及び貯蔵品 435,066 452,186

繰延税金資産 143,435 270,488

その他 283,040 205,884

貸倒引当金 △1,776 △1,550

流動資産合計 12,853,484 13,959,721

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,263,152 4,267,823

減価償却累計額 △3,378,517 △3,392,611

建物及び構築物（純額） 884,635 875,212

機械装置及び運搬具 5,822,449 5,815,537

減価償却累計額 △4,911,316 △4,938,334

機械装置及び運搬具（純額） 911,133 877,202

土地 1,614,352 1,738,708

建設仮勘定 18,157 18,184

その他 1,078,619 1,090,598

減価償却累計額 △989,062 △1,001,219

その他（純額） 89,557 89,378

有形固定資産合計 3,517,836 3,598,686

無形固定資産 303,181 286,979

投資その他の資産

投資有価証券 1,548,893 1,518,318

繰延税金資産 692,819 676,549

その他 289,945 288,975

貸倒引当金 △45,349 △46,387

投資その他の資産合計 2,486,308 2,437,456

固定資産合計 6,307,326 6,323,122

資産合計 19,160,810 20,282,843
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,568,910 4,932,338

短期借入金 101,706 475,000

未払法人税等 167,295 249,315

賞与引当金 251,399 507,387

役員賞与引当金 26,000 26,000

その他 834,539 851,758

流動負債合計 5,949,851 7,041,798

固定負債

社債 500,000 500,000

退職給付引当金 1,809,578 1,794,934

役員退職慰労引当金 173,145 118,472

ＰＣＢ対策引当金 125,000 125,000

負ののれん 7,680 6,982

その他 108,464 108,436

固定負債合計 2,723,868 2,653,825

負債合計 8,673,720 9,695,624

純資産の部

株主資本

資本金 3,416,544 3,416,544

資本剰余金 3,394,894 3,394,894

利益剰余金 3,731,283 3,828,397

自己株式 △116,823 △117,164

株主資本合計 10,425,899 10,522,671

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113,835 91,010

為替換算調整勘定 △132,924 △106,931

その他の包括利益累計額合計 △19,089 △15,920

少数株主持分 80,280 80,468

純資産合計 10,487,089 10,587,219

負債純資産合計 19,160,810 20,282,843
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 4,884,315 5,673,542

売上原価 3,973,495 4,292,792

売上総利益 910,819 1,380,750

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 90,464 102,852

役員報酬及び給料手当 321,602 344,377

賞与引当金繰入額 60,895 118,995

退職給付引当金繰入額 33,159 33,455

役員退職慰労引当金繰入額 5,416 8,071

その他 361,455 410,483

販売費及び一般管理費合計 872,992 1,018,237

営業利益 37,827 362,512

営業外収益

受取利息 417 271

受取配当金 7,181 8,043

その他 8,157 12,001

営業外収益合計 15,756 20,315

営業外費用

支払利息 6,187 3,007

為替差損 26,740 30,947

その他 2,270 3,057

営業外費用合計 35,198 37,012

経常利益 18,384 345,815

特別利益

固定資産処分益 1 84

特別利益合計 1 84

特別損失

固定資産処分損 1,243 1,148

投資有価証券売却損 － 16,338

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,286 －

特別損失合計 2,530 17,486

税金等調整前四半期純利益 15,856 328,413

法人税、住民税及び事業税 76,865 237,122

法人税等調整額 △46,081 △95,522

法人税等合計 30,784 141,599

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△14,928 186,813

少数株主利益 5,177 1,518

四半期純利益又は四半期純損失（△） △20,106 185,295
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△14,928 186,813

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △48,353 △22,825

為替換算調整勘定 △17,545 25,993

その他の包括利益合計 △65,898 3,168

四半期包括利益 △80,827 189,982

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △86,005 188,463

少数株主に係る四半期包括利益 5,177 1,518
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」等の適用

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会

計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び

「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平

成21年12月４日)を適用しております。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 27,426千円 受取手形裏書譲渡高 34,175千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結

累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 97,786千円 減価償却費 102,592千円

(注)　重要な負ののれんの償却額はありません。

　

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 59,251 2 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 88,180 3 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 建設機械事業(千円) 産業機械事業(千円) 合計(千円)

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 3,968,341 915,973 4,884,315

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 3,968,341 915,973 4,884,315

セグメント利益 193,726 29,234 222,960

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

利益 金額(千円)

報告セグメント計 222,960

全社費用(注) △185,133

四半期連結損益計算書の営業利益 37,827

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 建設機械事業(千円) 産業機械事業(千円) 合計(千円)

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 4,439,250 1,234,291 5,673,542

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 4,439,250 1,234,291 5,673,542

セグメント利益 504,830 135,360 640,190

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

利益 金額(千円)

報告セグメント計 640,190

全社費用(注) △277,677

四半期連結損益計算書の営業利益 362,512

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

北越工業株式会社(E01663)

四半期報告書

14/17



(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

△0円68銭 6円30銭

(算定上の基礎) 　  

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

△20,106 185,295

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

△20,106 185,295

普通株式の期中平均株式数(株) 29,625,116 29,393,020

　(注)　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　　　　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

(重要な後発事象)

当第１四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 

平成23年８月11日

北越工業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野　　本　　直　　樹　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚　　田　　一　　誠　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北
越工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平
成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四
半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定
された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越工業株式会社及び連結子会社の平成
23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。  
　
利害関係 
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　 

　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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